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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月3日(2015.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線を被写体に向けて照射する放射線発生手段と、
　前記被写体を透過した放射線を検出する放射線検出手段と、
　前記放射線発生手段により照射される放射線の照射範囲のサイズを検出する照射サイズ
検出手段と、
　前記被写体に対する前記放射線発生手段と前記放射線検出手段との相対的な移動を検出
する移動検出手段と、
　前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を制御する制御手段と、を
有し、
　前記制御手段は、
　前記放射線の照射の停止後、前記移動検出手段により検出された相対的な移動量および
前記照射サイズ検出手段により検出される照射範囲のサイズに応じて前記放射線発生手段
による前記被写体に向けた放射線の照射を再開することを特徴とする放射線撮影装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記移動検出手段により検出された相対的な移動量が、前記照射サイ
ズ検出手段により検出される照射範囲のサイズに基づいて設定される所定値になった場合
に、前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を再開することを特徴と
する請求項１に記載の放射線撮影装置。
【請求項３】
　前記放射線検出手段により検出された放射線の放射線画像を表示部に表示する表示制御
手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記被写体に向けた放射線の照射が停止されるときに前記放射線
検出手段により検出された放射線の放射線画像を表示すると共に、前記移動検出手段によ
り検出された相対的な移動に応じて前記放射線画像を移動させて表示することを特徴とす
る請求項１または２に記載の放射線撮影装置。
【請求項４】
　前記被写体に向けた放射線の照射が停止されるときに前記放射線検出手段により検出さ
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れた放射線の放射線画像を記憶する記憶手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記記憶手段により記憶された放射線画像を前記移動検出手段に
より検出された相対的な移動に応じて移動させて表示することを特徴とする請求項３に記
載の放射線撮影装置。
【請求項５】
　オペレータによる入力される照射再開サイズ割合またはオペレータによる入力される撮
影目的と、前記照射サイズ検出手段により検出される照射範囲のサイズとに基づいて算出
される距離を、放射線の照射を再開する前記所定値として設定する設定手段を有すること
を特徴とする請求項２に記載の放射線撮影装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、
　前記移動検出手段により相対的な移動が検出された場合かつ相対的な移動速度が所定速
度以上である場合、前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を停止す
ることを特徴とする請求項１ないし５の何れか１項に記載の放射線撮影装置。
【請求項７】
　前記照射サイズ検出手段により検出される照射範囲のサイズに基づいて所定速度を設定
する設定手段を有することを特徴とする請求項６に記載の放射線撮影装置。
【請求項８】
　放射線を被写体に向けて照射する放射線発生手段と、
　前記被写体を透過した放射線を検出する放射線検出手段と、
　前記放射線発生手段により照射される放射線の照射範囲のサイズを検出する照射サイズ
検出手段と、
　前記被写体に対する前記放射線発生手段と前記放射線検出手段との相対的な移動を検出
する移動検出手段と、
　前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を制御する制御手段と、を
有する放射線撮影装置の制御方法であって、
　前記放射線の照射の停止後、前記移動検出手段により検出された相対的な移動量および
前記照射サイズ検出手段により検出される照射範囲のサイズに応じて前記放射線発生手段
による前記被写体に向けた放射線の照射を再開するステップ、を有することを特徴とする
制御方法。
【請求項９】
　放射線を被写体に向けて照射する放射線発生手段と、
　前記被写体を透過した放射線を検出する放射線検出手段と、
　前記放射線発生手段により照射される放射線の照射範囲のサイズを検出する照射サイズ
検出手段と、
　前記被写体に対する前記放射線発生手段と前記放射線検出手段との相対的な移動を検出
する移動検出手段と、
　前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を制御する制御手段と、を
有する放射線撮影装置を制御するためのプログラムであって、
　前記放射線の照射の停止後、前記移動検出手段により検出された相対的な移動量および
前記照射サイズ検出手段により検出される照射範囲のサイズに応じて前記放射線発生手段
による前記被写体に向けた放射線の照射を再開するステップ、をコンピュータに実行させ
るためのプログラム。
【請求項１０】
　放射線を被写体に向けて照射する放射線発生手段と、
　前記被写体を透過した放射線を検出する放射線検出手段と、
　前記放射線発生手段により照射される放射線の照射範囲を検出する照射検出手段と、
　前記被写体に対する前記放射線発生手段と前記放射線検出手段との相対的な移動を検出
する移動検出手段と、
　前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を制御する制御手段と、を
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有し、
　前記制御手段は、
　前記放射線の照射の停止後、前記移動検出手段により検出された相対的な移動量および
前記照射検出手段により検出される照射範囲に応じて前記放射線発生手段による前記被写
体に向けた放射線の照射を再開することを特徴とする放射線撮影装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記移動検出手段により検出された相対的な移動量が、前記照射検出
手段により検出される照射範囲に基づいて設定される所定値になった場合に、前記放射線
発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を再開することを特徴とする請求項１０
に記載の放射線撮影装置。
【請求項１２】
　前記放射線検出手段により検出された放射線の放射線画像を表示部に表示する表示制御
手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記被写体に向けた放射線の照射が停止されるときに前記放射線
検出手段により検出された放射線の放射線画像を表示すると共に、前記移動検出手段によ
り検出された相対的な移動に応じて前記放射線画像を移動させて表示することを特徴とす
る請求項１０または１１に記載の放射線撮影装置。
【請求項１３】
　前記被写体に向けた放射線の照射が停止されるときに前記放射線検出手段により検出さ
れた放射線の放射線画像を記憶する記憶手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記記憶手段により記憶された放射線画像を前記移動検出手段に
より検出された相対的な移動に応じて移動させて表示することを特徴とする請求項１２に
記載の放射線撮影装置。
【請求項１４】
　オペレータによる入力される照射再開割合またはオペレータによる入力される撮影目的
と、前記照射検出手段により検出される照射範囲とに基づいて算出される距離を、放射線
の照射を再開する前記所定値として設定する設定手段を有することを特徴とする請求項１
１に記載の放射線撮影装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、
　前記移動検出手段により相対的な移動が検出された場合かつ相対的な移動速度が所定速
度以上である場合、前記放射線発生手段による前記被写体に向けた放射線の照射を停止す
ることを特徴とする請求項１０ないし１４の何れか１項に記載の放射線撮影装置。
【請求項１６】
　前記照射検出手段により検出される照射範囲に基づいて所定速度を設定する設定手段を
有することを特徴とする請求項１５に記載の放射線撮影装置。
【請求項１７】
　放射線を被写体に向けて照射する放射線発生手段と、
　前記被写体を透過した放射線を検出する放射線検出手段と、
　前記放射線発生手段により照射される放射線の照射範囲を検出する照射検出手段と、
　前記被写体に対する前記放射線発生手段と前記放射線検出手段との相対的な移動を検出
する移動検出手段と、を有し、
　前記放射線発生手段は、前記放射線の照射の停止後、前記移動検出手段により検出され
た相対的な移動量および前記照射検出手段により検出される照射範囲が所定の条件を満た
したときに前記被写体に向けた放射線の照射を再開可能であることを特徴とする放射線撮
影装置。
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